AJIのレンズを「Casting」と呼称するのは正しいのか？
　本件に関して以下（結論から言うと~ ）のように考察し広開していたが、その後「重要な思い違い」に気付いた。それは、この方式を「圧縮成型」の範疇の技術と分類した点である。圧縮成型では『熱硬化性樹脂の粉末あるいは顆粒状のペレット』を「予熱した金型に投入し、瞬間加圧開放しガス抜きをした後、再度型を閉じ加熱・加圧し」硬化させる。AJI方式を含む”Casting”方式では、熱硬化性樹脂だけでなくUV硬化性樹脂も含まれる点が異なる点の１点目である。また、原料も「固体」ではなく「液体状」である点が異なる。次の点が最も大きい違いだが、AJI方式では「金型を閉じ樹脂を型に完全に転写させた後、“熱を加える”あるいは“UVを照射する”」これは明らかに大きな差異である。メガネレンズのキャスティングは、「型を閉じた後、樹脂を注入し」その後で“熱を加える”あるいは“UVを照射する”ことで樹脂を硬化させる。よって、「樹脂の硬化プロセス」からみると、矢張りAJI方式は”Casting方式”の範疇に含まれる製法と考えられる。と言うことで、再考した結果”Casting”という呼称はおかしくない、と言うのが新たな結論である。「樹脂を入れる順番が逆であるCasting方式」というのが正しい呼称と考える。( ex. Reverse Process -Casting , First In Shut Mold After Casting ) いずれにしても、今後は自信を持って「Casting」と呼称することにする。

＊実は、この内容は重要な含みを持っている。「型を閉じた後に“硬化するプロセスを進行させる方式”」となると、従来のインジェクションMold型、ガラスモールド型、Hybrid 型いずれでも「Casting方式Lens」の製造は可能ということである。既存のレンズメーカーは、従来方式に固執しないで、現存の型で「Casting Lens」を試作してみることができるのである。
　結論から言うと、AJIの「Monolithic Lens」をCastingと呼称するのは厳密には正しくない。しかし、「Monolithic Lens」はHybrid-Lensに対する構造を表しているのであり、
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Injection Moldのレンズも「Monolithic Lens」と呼称できる。Hybrid-Lensにしても構造を表す呼称であり、製法を表してはいない。製法という面でみると、AJIのMonolithic LensにしてもHybrid Lensにしても「圧縮成型」に分類されるものである。同じ製法の分野な
ので、「同じ製造装置」でどちらのLensも製造できるのである。しかし、「圧縮成型」とは一般的には「熱硬化型樹脂」を過熱した金型のCavityに入れ、Core型で圧力を掛けながら『熱硬化』させる方式をさす。身近な所では、たい焼きや今川焼きなどが「圧縮成型」で
ある。この方式の成型品は下記の様な特徴を持つ（浪華合成　株　HPより）。

　成型のことを良く知っている人の感覚では、「圧縮成型」というと、精度が出ない、バリが多い、薄肉成型が難しい、でも安い、とあまり良いイメージはない。ただ、上記の特徴にある1, 2 , 4 , 5 は大きなメリットでもある。

　AJIのMonolithic Lensを「圧縮成型」と呼ばなかった理由としては、熱硬化タイプもあるがUV硬化タイプが主流である点、高精度が出せる点、薄肉成型が可能である点、形状の自由度が高い点、バリの処理は容易である点、以上からイメージの良くない「圧縮成型」という呼称はあえて避けた。とは言え、厳密には製法上は「圧縮成型」の範疇であるのは
間違いなく、正確な呼称を述べよ！となると、『高精度・低圧・薄肉・（UV硬化型）圧縮成型』｛熱硬化性樹脂を使用する場合は（）は取れる）とでも呼べるだろうか？しかし、これは非常に言い難い。

　では、なぜ「Casting方式」なのか？Casting方式で思いつくのは、南部鉄瓶などの鋳物である。しかし、光学系ではメガネ用のレンズがCavityとCoreを合わせた空間に樹脂を注入しUV硬化（熱硬化タイプもある）する方式なので正に「Casting」である。メガネ用レンズでは「リフロー対応」可能な樹脂も存在する。実は、AJIのレンズを「Casting方式」と呼称した原点は、このメガネレンズにある。リフローカメラ用のレンズとしては、GMO, Injection方式、Hybrid-lens様々な方式が登場してきたが原材料のコストが高かったり、形状の自由度が低かったり、製法上歩留りの向上が難しかったり、有効材料比率が低かったり、と様々な難点があり、「リフローカメラモジュール」が本格普及するための「非リフロータイプのレンズと同等以下の価格、同等以上の性能確保」を満足させることは非常に難しかった。各方式の難点を分析した結果、これら3方式の欠点を全てクリアできるのは、メガネレンズ方式の「Casting」であるとの結論に至ったのが2007年後半である。その後のセミナーで「Casting方式」が理想的と提案してきたが、携帯電話用とメガネ用のレンズでは大きさも精度も異なり、そのまま携帯電話用レンズを生産するには至らなかった。その最中、AJI方式の提案があったわけだが、既に「Casting方式」が最も難点が少なく有望と訴えていた事に加え、前述の様に「圧縮成型」では精密レンズのイメージではない点から「Casting」の呼称をそのまま継続することにした。金型を閉じてから樹脂を入れるのか、樹脂をCavityに入れてから閉じるのか、順番の違いはあるが、ＵＶで硬化させるため透明型が主流であり、メガネレンズとは言え「光学製品」の製法として採用されている方式であるため、この呼称で良いのではないか？と考えた。また、液晶のカバーパネルなどの平板を製造する方式として、「溶融Casting」というものがあるが、これは片面の金型上に溶融した樹脂を流し熱またはUVで固化する方式である。この様に「Casting」方式は様々な形態があるので、そのままの呼称で押し通してもそれほど無理はない、と解釈した次第である。更に、日本発の技術が世界標準になるためには「呼称の発音しやすさ」も重要であり、その面からも「Casting」が良いと考えた。『高精度・低圧・薄肉・（UV硬化型）圧縮成型』では世界的には伝わり難い。

　今後、AJIの「Casting(Monolithic)」方式Lensがリフローレンズの本命として、地歩を固めていく中、何れ「製法上からすると“Casting”という呼称」はおかしいのではないか？という意見も出てくると考え、ここで経緯を説明する次第である。

2010.02.04

2010.02.22改

